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はじめに                

 

 本市教育委員会においては、今後の教育行政を総合的かつ計画的に推進す

るため、市の最上位計画である第６次湖西市総合計画「ひと・自然・業（わ

ざ）」がつながり未来へ続く わがまちKOSAI」における教育部門の計画と

して「第２次湖西市教育振興基本計画（2021年～2025年）」を策定した。 

 この計画は、『未来の湖西を創る“ひと”づくり』を基本理念とし、その

理念に基づき「幼児・学校教育」・「生涯学習」・「生涯スポーツ」の3つの分

野において基本目標を掲げ方針を明記し、諸事業の具現化を図り、学校教育

及び生涯学習の充実をはじめ、教育環境の整備を推進する指標である。 

 令和６年度においても、本計画に基づき、教育委員会各課において諸事業

に取り組み、その取組状況については、実績等の概要を取りまとめ、「事務

事業評価」、「主要施策成果の説明書」として報告している。 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条第1項の規定により、教

育委員会は、毎年、事務の管理及び執行状況について点検及び評価を行い、

その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表し

なければならないと定められている。 

 そのため、本市教育委員会の令和6年度の活動及び施策に関する自己点検

及び評価を実施し、報告書としてまとめる。 

 

≪参考≫ 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

 （教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検並びに評価等） 

第26条 教 育 委 員 会 は 、 毎 年 、 そ の 権 限 に 属 す る 事 務 ( 前 条 第 １

項 の 規 定 に よ り 教 育 長 に 委 任 さ れ た 事 務 そ の 他 教 育 長 の 権 限

に 属 す る 事 務 ( 同 条 第 ４ 項 の 規 定 に よ り 事 務 局 職 員 等 に 委 任 さ

れ た 事 務 を 含 む 。 )を 含 む 。 )の 管 理 及 び 執 行 の 状 況 に つ い て 点

検 及 び 評 価 を 行 い 、そ の 結 果 に 関 す る 報 告 書 を 作 成 し 、こ れ を

議 会 に 提 出 す る と と も に 、 公 表 し な け れ ば な ら な い 。  

２  教 育 委 員 会 は 、前 項 の 点 検 及 び 評 価 を 行 う に 当 た っ て は 、教

育 に 関 し 学 識 経 験 を 有 す る 者 の 知 見 の 活 用 を 図 る も の と す る 。 
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令和６年度 各課の仕事の概要 

部 課    名 係   名 仕    事    の    概    要 

教 
 

 

育 
 

 

委 
 

 

員 
 

 

会 
 

 

事 
 

 

務 
 

 

局 

教 育 総 務 課 

総 務 係 

公印の管守。教育委員会の招集、提出議案調整、議決

事件処理。規則、規程などの公布。職員の人事、服務、

給与、福利厚生。教材、教具の整備。豊田佐吉翁記念

奨学金事業。育英奨学資金貸付事業。学校給食。総合

教育会議。放課後児童健全育成事業。 

施 設 係 

学校等の財産の取得、処分。学校等の施設の整備、修

繕、建設。施設整備に係る調査。学校等の施設の保守

管理。 

学 校 教 育 課 学 校 教 育 係 

通学区。学籍。学級編制。教科書無償給与。学校経営

の指導。教職員の服務・研修。教育課程。学校給食（指

導）。学校保健及び安全。就学支援。特別支援教育。教

育相談。生徒指導。転入学。 

幼 児 教 育 課 
（保育幼稚園課） 

幼 児 教 育 係 

子ども・子育て支援制度に関すること。幼稚園・保育

園・こども園に関する事務(入・退園を含む)。園経営

の指導。教職員の服務・研修。保育・教育課程。 

スポーツ・ 

生涯学習課 

生 涯 学 習 係 

社会教育の企画。幼児・青少年・家庭・成人・高齢者

教育の振興。地域社会教育の振興。青少年リーダーの

育成。はたちの集い。生涯学習の推進。青少年育成セ

ンターの運営。 

セ ン タ ー 係 
西部地域センター、北部・南部構造改善施設の維持管

理。講座の開催。センターまつりの開催。図書室業務。 

スポーツ推進係 

社会体育の企画推進。社会体育施設・学校体育施設開

放の維持管理、運営。アメニティプラザ・湖西運動公

園他 5 施設の監督管理。 

図 書 館 図 書 館 係 
図書館の維持管理。図書館業務。読書活

動の推進。 

中央図書館 

新居図書館 

産
業
部 

文 化 観 光 課 文 化 係 

芸術文化の振興。白須賀宿歴史拠点施設の運営・維持

管理。文化財保護。新居関所史料館の運営・維持管理。

新居宿旅籠紀伊国屋資料館の運営・維持管理。新居関

所跡の保存・整備。小松楼まちづくり交流館の運営・

維持管理。 
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市債
19.9億円
7.1%

国庫支出金
県支出金
51.3億円
18.3%

諸収入
16.3億円
5.8%

その他
38.8億円
13.8%

歳入

地方消費税
交付金
16.6億円 5.9%

地方譲与税 2.3億円 0.9%

依存財源
35.7%

自主財源
64.3%

その他 9.7億円 3.5%

市税
125.4億円
44.7%

衛生費
（ごみ処理など）
43.3億円
16.4%

教育費
34.4億円
13.0%

公債費
16.7億円 6.3%

総務費
（市全般の管理
運営費など）
37.2億円 14.1%

商工費
6.8億円 2.6%

消防費
16.1億円
6.1%

その他 0.8億円 0.3%

歳出

土木費
（建設事業など）
29.1億円
11.0%

農林水産業費 2.9億円
1.1%

民生費
（福祉など）
75.2億円
28.4%

議会費 1.8億円 0.7%

問い合わせ先
ＴＥＬ.053‒576‒1112
FAX.053‒576‒1115

財政課

区分

会計

歳入 歳出 差し引き
（Ａ－Ｂ）金額（A） うち一般会計

からの繰入金 金額（B）

一般会計 280.3 264.3    16.0

特
別
会
計

国民健康保険事業   54.8   3.0   52.0 　2.8

介護保険事業   45.1   6.4   42.7 　2.4

後期高齢者医療事業     9.9   1.8     9.7 　0.2

企
業
会
計

公共下水道事業   24.8   6.2   26.9 ▲2.1

水道事業   14.3   0.0   17.6 ▲3.3

病院事業   31.8   8.3   34.1 ▲2.3

合　計 461.0 25.7 447.3    13.7

　皆さんに納めていただいた税金がどのように使われたのか、
令和６年度の決算の状況をお知らせします。

一般会計  歳入  法人市民税の増収により、市税全
体で7.4億円の増収となりました。

 歳出  物価高騰対策事業により、物価高騰の影響を受け
た市民や事業者への支援を行いました。また、中学生給
食無償化や多子世帯修学支援、地域子育て支援事業の充
実など、子育て世帯への支援を拡充しました。さらに、
消防防災センター建設、バッテリーロード・バッテリー
パークの整備を行うなど、「住みたい」「住み続けたい」と
思える街づくりに向けた施策を着実に推進しました。

◼歳入決算額　280.3億円（前年度比2.8％増）

◼歳出決算額　264.3億円（前年度比1.6％増）

◼各会計決算総括表	 （単位：億円）

令和６年度決算概要

歳出の主な使い道
◼中学生給食無償化

◼バッテリーロード・バッテリーパークの整備

◼消防防災センター建設

◼多子世帯修学支援

◼�物価高騰の影響を受けた市民、
事業者への支援

◼�地域子育て支援事業の充実

◀�詳しくはウェブサイトから覧いただけ
ます

皆さんに納めていただいた税金の使い道

令和６年度決算
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Ⅱ 令和６年度 湖西市教育委員会の活動等における点検・評価の概要 

 

１ 教育委員会の活動 

  本市教育委員会を年12回開催し、規則等の制定及び改廃、予算その他

の議会の議決に付すべき事件案に関する意見聴取、付属機関の委員の委任

又は任命に関すること等について慎重に審議した。 

  教育委員研修については、定例会開催ごとに委員協議会を開催し、情報

の提供と意見交換に努めるとともに、教育委員会を学校等の教育施設を会

場に開催し、合わせて市内教育現場の視察を実施するなど、本市教育行政

の実情把握と認識を深めた。 

  総合教育会議は、平成27年４月１日施行の地方教育行政の組織及び運

営に関する法律の一部を改正する法律第１条の４の規定により、市長と教

育委員会が協議・調整する場として総合教育会議を設けると定められた。

本年度の総合教育会議では、「教育ＤＸにおける学習環境の現状と今後」

及び「市内学校における自然体験活動」について市長と意見交換した。 

 

２ 教育委員会の審議案件 

  教育委員会が管理・執行する事務は、地方教育行政の組織及び運営に関

する法律（昭和31年法律第162号）第21条に規定されている次に示す19

項目の事務である。 

 (1) 教育委員会の所管に属する第30条に規定する学校その他の教育機関

（以下「学校その他の教育機関」という。）の設置、管理及び廃止に関

すること。 

 (2) 教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の用に供する財産

（以下「教育財産」という。）の管理に関すること。 

 (3) 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の

職員の任免その他の人事に関すること。 

 (4) 学齢生徒及び学齢児童の就学並びに生徒、児童及び幼児の入学、転学

及び退学に関すること。 

 (5) 教育委員会の所管に属する学校の組織編成、教育課程、学習指導、生

徒指導及び職業指導に関すること。 

 (6) 教科書その他の教材の取扱いに関すること。 

 (7) 校舎その他の施設及び教具その他の設備の整備に関すること。 

 (8) 校長、教員その他の教育関係職員の研修に関すること。 

 (9) 校長、教員その他の教育関係職員並びに生徒、児童及び幼児の保健、

安全、厚生及び福利に関すること。 
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 (10)教育委員会の所管に属する学校その他の教育機関の環境衛生に関す

ること。 

 (11)学校給食に関すること。 

 (12)青少年教育、女性教育及び公民館の事業その他社会教育に関すること。 

 (13)スポーツに関すること。 

 (14)文化財の保護に関すること。 

 (15)ユネスコ活動に関すること。 

 (16)教育に関する法人に関すること。 

 (17)教育に係る調査及び基幹統計その他の統計に関すること。 

 (18)所掌事務に係る広報及び所掌事務に係る教育行政に関する相談に関

すること。 

 (19)前各号に掲げるもののほか、当該地方公共団体の区域内における教育

に関する事務に関すること。 

  上記に基づき、規則等の制定及び改廃に関すること14件、予算その他

議会の議決に関すること6件、職員（教職員）の人事に関すること2件、

附属機関等の委員を任命または委嘱すること26件、その他自己点検・評

価報告書の作成及び議会提出に関することなど４件、合わせて52件の議

案について慎重に審議し、すべての案件について決定及び承認した。 

 

３ 事業の概要 

  令和６年度は、湖西市教育振興基本計画に掲げる教育委員会の基本理念

である『未来の湖西を創る“ひと”づくり』において定めた基本目標と方

針により、事業展開を行った。 

  各項ごとの主な事業は次のとおりである。 

  資料編Ｐ.1からＰ.５ 児童福祉費については、放課後児童クラブの運営、

民間保育所等への運営費の支出及び事業等への助成、旧鷲津保育園の解体

工事を行った。 

  Ｐ６からＰ.13上段 教育総務費については、教育委員会の運営、会計年

度任用職員の雇用、教育指導関係事業等を行った。 

  Ｐ.13下段からＰ.22上段 小学校費・中学校費・幼稚園費については、

教育環境の整備として、新居小学校南校舎トイレ改修工事や鷲津中学校長

寿命化改修工事など、各施設の維持・管理、修繕を行った。 

  Ｐ.22下段からＰ31 社会教育費については、社会教育諸事業の推進に

際し、関係諸団体はじめ、多くの市民の協力や参加をいただき、社会教育

の推進及び青少年健全育成活動の促進、文化財の保護・保存・整備等に努

めた。 
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  Ｐ.32からＰ.34上段 図書館費については、図書館活動にかかる各種の

事業や施設の修繕を実施し、図書館機能の充実を図った。 

  Ｐ.34下段からＰ39 保健体育費については、体育施設の維持管理及び

スポーツ教室の開催等により、市民スポーツ団体の育成や市民スポーツ活

動の推進に努めた。 

 

４ 事務事業評価の概要 

  教育委員会の各課、館の主要事業について、事業ごとに評価の概要をま

とめた。 

湖西市教育振興基本計画の目標・方針 

基本目標 番号 方針 

基 本

目 標  

１ 

「幼 児

学 校

教 育 」 

自 ら学 ぶ力 、生
きる力 をはぐく
む幼 児 ・学 校 教
育 を推 進 します 

1 安 全 ・安 心 で学 びを支 える園 ・学 校 施 設 を整 備 します 

2 質 の高 い学 習 環 境 を整 備 します 

3 時 代 に対 応 した教 育 行 政 を推 進 します 

4 基 本 的 生 活 習 慣 の定 着 を通 して自 立 する心 を育 みます 

5 
夢 と信 頼 と充 実 感 のある園 づくり、子 どもの主 体 的 な活 動 支 援 に
取 り組 みます 

6 一 人 ひとりの発 達 に応 じた保 育 と保 護 者 の支 援 に努 めます 

7 保 育 環 境 の充 実 に努 めます 

8 
魅 力 ある園 ・学 校 づくりの基 盤 として教 職 員 の資 質 向 上 に取 り組
みます 

9 学 習 基 盤 の充 実 に努 めます 

10 
夢 と信 頼 と充 実 感 のある学 校 づくり、子 どもが主 体 的 に学 ぶ授 業
づくりに取 り組 みます 

11 一 人 ひとりの教 育 的 ニーズに応 じた支 援 に努 めます 

12 
社 会 の急 激 な変 化 から派 生 した今 日 的 な課 題 に的 確 に対 応 しま
す 

13 地 域 とともに歩 む学 校 づくりを推 進 します 

基 本

目 標

２ 

「生 涯

学 習 」 

生 涯 にわたり学
び、活 躍 できる
環 境 をつくりま
す 

14 家 庭 教 育 を支 援 します 

15 
地 域 における教 育 力 向 上 のため、学 校 、家 庭 、地 域 等 との連 携 を
図 ります 

16 青 少 年 健 全 育 成 意 識 を醸 成 します 

17 さまざまな“学 ぶ”活 動 ができる生 涯 学 習 環 境 を整 備 します 

18 市 民 が集 い結 びあうセンター活 動 に努 めます 

19 
安 全 で安 心 な施 設 を管 理 ・運 営 します《生 涯 学 習 ・文 化 施 設 ・図
書 館 》  

20 文 化 財 を保 存 活 用 します 

21 文 化 芸 術 を推 進 します 

22 情 報 拠 点 としての運 営 に努 めます 

23 読 書 活 動 を推 進 します 

基 本
目 標

３ 
「生 涯

スポー

ツ」 

誰 もが、いつで
も、どこでも、い
つまでも親 し
み、楽 しむこと
ができる生 涯 ス
ポーツ文 化 を推
進 します。 

24 スポーツ活 動 を普 及 ・推 進 します 

25 スポーツ環 境 を整 備 します 
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Ａ ★

Ｂ ☆

Ｃ

Ｃ Ｂ Ａ

17 A

中学校施設整備費 A A

各中学校教育振興費 A B

A

教育扶助費（中学校） A

一般諸経費（中学校部活動費交付
金）

B

A

小学校施設整備費 A A

各中学校管理運営費及び中学校施
設管理運営費

A A

A A

各小学校管理運営費及び小学校施
設管理運営費

A A

各小学校教育振興費 A B

A

教育施設管理費 A A

A

B

B

学校給食推進事業費 A A

令和6年度評価

A

事務局関係経費 A

放課後児童健全育成事業費

事業名

公立保育所施設管理運営費 A A

B

実現度

A

11 A

13

13

14

12 A

12 B

15

10

10

A

教育委員会関係経費

16

育英奨学資金貸付事業費

教育施設整備費

豊田佐吉翁記念奨学金事業費

教育扶助費（小学校）

16

14

15

[教育総務課　事業評価の概要]

17

17

重要度
頁 備　考

11

18

18 幼稚園・こども園施設管理運営費 A

☆6年度

Ｃ…目標達成できない Ｃ…やや低い ★5年度 重要度→

各事業の目標・方針は教育振興基本計画に基づく

自己点検・評価の考え方

地方教育行政の組織及び運
営に関する法律第26条に
より、湖西市では本シート
を用いて令和６年度の活動
及び施策の自己点検及び評
価を行う。

マトリックスの見方

実
現
度

実現度 重要度

Ａ…目標達成 Ａ…非常に重要

Ｂ…概ね目標達成 Ｂ…重要
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5

A
★

B
☆

C B A

1

A
★☆

B

C B

 
A

課題及び
今 後 の
取り組み

長期休暇中のみの利用ニーズに対応するため、長期休暇期間中の一時的なク
ラブ開設を行う。

６年度
実 績 等

課題及び
今 後 の
取り組み

公共施設再配置計画に基づき、閉園した新居保育園の解体工事を行う必要が
あるが、施設の管理所管課が変更となったため保育幼稚園課にて今後行う。

5年度
実 績 等

♢12クラブ16単位による運営。

♢資質向上研修受講者18名

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

評
価

♢12クラブ16単位による運営。

♢資質向上研修受講者14名

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

６年度
目　標

　旧鷲津保育園解体工事の実施。

　旧内山保育園解体工事　38,247千円

◇旧鷲津保育園解体工事　97,823千円
　7月に工事を開始し、2月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行った。

５年度
実 績 等

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
安全・安心で学びを支える園・学校施設を整
備します

事 業 名

概　　要 　閉園した保育園の解体工事等施設整備を行う。

放課後児童健全育成事業費 資料編 1頁

子育て支援事業として、昼間保護者等がいない小学校の児童に対して、小学校の空き教室等を利用し、放
課後に遊びや生活の場を与え、保育を委託により実施。

6年度
目　標

運営に従事する支援員等の知識・技術の習得並びに児童に安全安心な居場所を提供するため、単位ごとに
１名以上、資質向上のため研修を受講する。

6年度
実 績 等

事 業 名 公立保育所施設管理運営費 資料編 5頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
夢と信頼と充実感のある園づくり、子どもの
主体的な活動支援に取り組みます

概　　要
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3

A
★☆

B

C B A

3

A
★☆

B

C B A

5年度
実 績 等

◇会計年度任用職員の雇用を34人、延べ41人行った。

◇各種負担金の支出により、他組織等との連携・協議を図った。

課題及び
今 後 の
取り組み

　学校給食センターが令和９年度から稼働するため、令和8年度末まで給食員
を雇用する必要があるが、給食員は募集しても応募が非常に少ないことか
ら、現状の給食員に継続して勤めていただけるよう面談を実施する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

概　　要
　教育行政の推進を図るため、教育長等の各種研修会や協議会への出席。市内各小学校・中学校の会計年
度任用職員を雇用し、教育行政の円滑な運営を図る。

6年度
目　標

　会計年度任用職員の雇用人数23人

6年度
実 績 等

◇会計年度任用職員の雇用を23人、延べ24人行った。

◇各種負担金の支出により、他組織等との連携・協議を図った。

事 業 名 事務局関係経費 資料編 7頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 時代に対応した教育行政を推進します

５年度
実 績 等

◇教育委員会の開催 定例会11回、臨時会１回

◇教育委員研修会等への出席、三遠南信教育サミット（飯田市）への出席

◇総合教育会議の開催 １回

課題及び
今 後 の
取り組み

　教育委員会の会議録や活動内容の積極的な情報公開を図り開かれた委員会
を目指す。
　総合教育会議は、市長と教育の課題などについて情報を共有し、継続的に
意見交換を行って教育施策に反映させる。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

概　　要
　学校及び、その他の教育機関の職員の身分取扱、その他地方公共団体における教育行政の組織及び運営
を定める会議を定例・臨時に開催する。

6年度
目　標

　教育委員会の開催回数12回

6年度
実 績 等

◇教育委員会の開催 定例会11回、臨時会１回

◇教育委員研修会等への出席、三遠南信教育サミット（蒲郡市）への出席

◇総合教育会議の開催 １回

事 業 名 教育委員会関係経費 資料編 6頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 時代に対応した教育行政を推進します
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5年度
実 績 等

◇貸付人数 ３人。 継続大学生３人に貸付けを行った。
　（大学生50,000円/月、高校生15,000円/月）

課題及び
今 後 の
取り組み

　給付型の奨学金を求める家庭が多い傾向にある。貸付型の奨学金への新規
応募者が減少している現状を踏まえ、制度の見直しや市民への周知について
検討が必要である。令和２年度から選考基準を、部活動や学校活動等で実績
がある者についても選考対象とするように変更した。
 
新規応募者の状況　R２  ２人、R３　1人、R４　0人、R５　１人、R6　3
人
（選考年度）

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

概　　要
　優良な生徒であって、経済的理由により修学が困難な者に対し、無利子で奨学資金の貸付けを行い、社
会に有用な人材を育成する。

6年度
目　標

　貸付人数４人

6年度
実 績 等

◇貸付人数 ３人。 継続大学生３人に貸付けを行った。
　（大学生50,000円/月、高校生15,000円/月）

事 業 名 育英奨学資金貸付事業費 資料編 8頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 時代に対応した教育行政を推進します

5年度
実 績 等

◇大学生6人､高校生1人に奨学金924千円を交付（大学生12,000円/月、高校生5,000円/月）

◇選考委員会の開催　2月26日

◇豊田家に謝恩の意を伝える会に5名参加、現役とOB・OGとの意見交換会に14名参加　8月2日

課題及び
今 後 の
取り組み

　利率の低迷により運用益だけでの運営ができない状況である。今後の奨学
基金の運用について検討する。
　奨学生が減っていることから、周知方法や交付額について令和6年度末に検
討した結果、周知方法を改善する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

概　　要
　優良な生徒であって、経済的理由により修学が困難な者に対し、豊田佐吉翁記念奨学基金の運用益等に
より、奨学援助を行い社会に有用な人材を育成する。

6年度
目　標

　奨学金の給付人数1３人

6年度
実 績 等

◇大学生6人､高校生0人に奨学金864千円を交付（大学生12,000円/月、高校生5,000円/月）

◇選考委員会の開催　2月17日

◇豊田家に謝恩の意を伝える会に5名参加、現役とOB・OGとの意見交換会に18名参加　8月20日

事 業 名 豊田佐吉翁記念奨学金事業費 資料編 8頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 時代に対応した教育行政を推進します
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５年度
実 績 等

◇令和５年５月に募集要項等の公表を行った。
　その他、事業者との直接対話を１回及び募集要項等に関する質問への回答を２回実施。
◇公募不調により、再募集に向けて令和５年11月に実施方針等の公表、令和６年２月に募集要項等の公
表を行った。その他、不調による事業者とのヒアリング及び事業者との直接対話を１回実施。

課題及び
今 後 の
取り組み

　令和７年8月までに実施設計の完了、令和７年９月から学校給食センターの
建設工事を開始する。また、敷地外整備として上下水道整備工事を実施。
　学校給食センター関係の工事時期が重なってくるため、事業者と調整及び
連携が重要になる。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

概　　要
　小中学校等の教育環境の向上及び充実を図るため、施設整備を行う。学校給食施設を、学校給食施設整
備基本計画に基づき、令和8年度までに整備する。

６年度
目　標

　湖西市学校給食センター整備・運営事業　選定・契約業務の実施、基本設計の完了。

６年度
実 績 等

◇１者から提案書の提出があり、令和６年８月に事業者選定委員会を実施し、優先交渉権者を選定し
た。
◇令和６年11月１日に契約締結。
◇令和７年３月31日基本設計書の完了。

事 業 名 教育施設整備費 資料編 12頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
安全・安心で学びを支える園・学校施設を整
備します

5年度
実 績 等

◇保菌・食品検査の実施率100％
◇鷲津小学校・岡崎小学校・新居小学校・鷲津中学校・岡崎中学校・新居中学校の給食業務委託
◇学校給食費等物価高騰対策として、全小中学校の学校給食会計へ給食費の物価高騰分を補助した。

課題及び
今 後 の
取り組み

　安定した給食提供、給食会計の透明性の確保のため学校給食費の公会計化
を行う。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

概　　要 　各小学校・中学校における給食業務の衛生管理を徹底し、安定した給食を提供する。

6年度
目　標

　保菌・食品検査の実施率100％

6年度
実 績 等

◇保菌・食品検査の実施率100％
◇鷲津小学校・東小学校・岡崎小学校・知波田小学校・新居小学校・鷲津中学校・湖西中学校・岡崎中
学校・新居中学校の給食業務委託
◇学校給食費等物価高騰対策として、全小中学校の学校給食会計へ給食費の物価高騰分を補助した。
◇保護者の負担を軽減するため、各中学校の学校給食会計に補助し給食費を無償化した。また特別支援
学校中学部に在学する生徒の保護者に対し、給食費を補助した。

事 業 名 学校給食推進事業費 資料編 12頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
安全・安心で学びを支える園・学校施設を整
備します
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◇教育DXの取り組みとして、学校・保護者間連絡アプリを導入を行った。

５年度
実 績 等

◇点検実施率100％

課題及び
今 後 の
取り組み

概　　要
　小学校教育及び児童の健全な教育環境の維持及び充実を図るため、消耗品、光熱水費、施設の清掃・保
守委託、備品購入費等の経費を計上し、小学校施設の適切な管理運営を行う。

事 業 名 各小学校管理運営費及び小学校施設管理運営費 資料編 13・14頁

基本目標

◇点検実施率100％

６年度
目　標

　保守点検委託等における点検実施率100％

６年度
実 績 等

　一人一台タブレットパソコンの教育効果を高めるため、より個別最適な学
習用アプリを検討していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

◇湖西市全小学生2,770人(令和5年5月1日)現在

◇小学校の運営費として計192,175千円（69,377円／人）を執行した。

◇GIGAスクール構想の推進のため、ICT支援員の配置を行った。

自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

◇湖西市全小学生2,672人(令和6年5月1日)現在

◇小学校の運営費として計232,380千円（86,969円／人）を執行した。

方　針 質の高い学習環境を整備します

５年度
実 績 等

◇5園11校で79件の修繕を行った。

課題及び
今 後 の
取り組み

　建屋や設備が老朽化している学校施設が多く、事後保全を優先せざるを得
ない状況のため、予防保全を行うことがができない。
　経費削減を図りながら事後保全を実施していくとともに、可能な限り予防
保全としての計画的な修繕を実施していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

概　　要 　こども園２園、幼稚園２園、小学校6校、中学校5校の施設維持

６年度
目　標

　教育施設内での修繕件数75件

６年度
実 績 等

◇4園11校で95件の修繕を行った。

事 業 名 教育施設管理費 資料編 13頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
安全・安心で学びを支える園・学校施設を整
備します
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◇就学援助費補助として54人に3,736千円補助した。

課題及び
今 後 の
取り組み

　令和７年度から特別支援教育就学奨励費の定額制支給を一部の費目（新入
学用品費・学用品費・通学用品費）において実施します。
　時代を反映し増加傾向にあり、また貧困家庭対策の一環として社会的重要
性が増しているので、対象費目の拡大、効果的な支給時期等を検討する必要
がある。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

5年度
実 績 等

　小学校における教育の円滑な実施を図るため、経済的理由等により就学困難な児童の保護者・特別支援
学級に就学する児童の保護者に対し、必要な学用品・通学用品費等を援助する。

６年度
目　標

　援助の支給人数161人

６年度
実 績 等

◇就学援助費補助として5１人に3,359千円補助した。

◇特別支援教育就学奨励費補助として13６人に5,026千円補助した。

◇特別支援教育就学奨励費補助として134人に5,208千円補助した。

事 業 名 教育扶助費（小学校） 資料編 15頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 時代に対応した教育行政を推進します

概　　要

５年度
実 績 等

◇湖西市全小学生2,770人（令和5年５月１日現在）

◇各小学校計で8,925千円（3,222円/人）の教材用消耗品、学校図書、教材備品等を購入した。

◇６校で574冊の図書を購入。前年度比82.4％。

課題及び
今 後 の
取り組み

　　財政上の問題もあり、各小学校の要望には充分な対応ができていない。
   教育振興費は、学力向上の基幹であり、今後、予算の確保に努める。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

６年度
目　標

　購入図書冊数の前年度比100％

６年度
実 績 等

◇湖西市全小学生2,672人（令和６年５月１日現在）

◇各小学校計で8,098千円（3,030円/人）の教材用消耗品、学校図書、教材備品等を購入した。

◇６校で557冊の図書を購入。前年度比97.0％。

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 質の高い学習環境を整備します

概　　要
　小学校教育の振興を図るため、必要な教材用消耗品、学校図書、教材備品等を購入し教育振興の充実を
図る。

事 業 名 各小学校教育振興費 資料編 15頁
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課題及び
今 後 の
取り組み

　一人一台タブレットパソコンの教育効果を高めるため、より個別最適な学
習用アプリを検討していく。

◇中学校の運営費として計161,611千円（107,669円／人）を執行した。

◇岡崎小学校北校舎給食配膳室等空調設備取替工事　11,209千円
　5月に工事を開始し、8月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行い、100％完了した。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

◇新居小学校北棟西校舎屋上防水事業　14,047千円
　９月に工事を開始し、12月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行い、100％完了した。

◇鷲津小学校配膳室冷暖房設備取替工事　6,435千円
　４月に工事を開始し、６月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行い、100％完了した。

課題及び
今 後 の
取り組み

5年度
実 績 等

◇点検実施率100％

重要度→
☆R６ ★R５

概　　要 　小学校の教育環境の向上及び充実を図るため、施設整備を行う。

６年度
目　標

　工事中における児童の安全確保と学校業務の円滑な進行における達成率100％

◇新居小学校南校舎トイレ改修工事　56,375千円
　6月に工事を開始し、11月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行い、100％完了した。6年度

実 績 等

5年度
実 績 等

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
安全・安心で学びを支える園・学校施設を整
備します

事 業 名 小学校施設整備費 資料編 16頁

◇新居小学校北校舎他トイレ改修工事　45,507千円
　8月に工事を開始し、12月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行い、100％完了した。

　施設整備には多くの予算が必要となるため、計画的な予算確保と執行を行
う。
　まずは、児童の安心・安全面を優先して事業計画し、よりよい教育環境の
充実をめざして施設整備を進める。
　公共施設再配置計画と学校施設長寿命化計画に基づき、教育施設の改修等
計画を今後検討する。

評
価

実
現
度

◇点検実施率100％

◇湖西市全中学生1,501人(令和5年5月1日)現在

◇教育DXの取り組みとして、学校・保護者間連絡アプリを導入を行った。

6年度
実 績 等

概　　要
　中学校生徒の健全な教育環境の維持及び充実を図るため、消耗品、燃料費、光熱水費、施設の清掃・保
守委託、備品購入費等の経費を計上し、中学校施設の適切な管理運営を行う。

6年度
目　標

　保守点検委託等における点検実施率100％

◇湖西市全中学生1,477人(令和6年5月1日)現在

◇中学校の運営費として計197,971千円（134,036円／人）を執行した。

◇GIGAスクール構想の推進のため、ICT支援員の配置を行った。

事 業 名 各中学校管理運営費及び中学校施設管理運営費 資料編 17・18頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 質の高い学習環境を整備します
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５年度
実 績 等

◇クラブ数、部員数割として54クラブ、部員数1,392人に計3,858千円を交付した。

課題及び
今 後 の
取り組み

　全国大会参加時は交通費・宿泊費の1/2以内の交付であり、全額負担では
ないので生徒の保護者負担が発生する。地域移行(展開）された部活動に対し
ての財政支援が課題である。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

概　　要
　中学校の部活動を育成し、生徒の体力・知力の向上及び学校教育の充実を図るため、部活動に要する経
費を補助する。

６年度
目　標

　交付金交付のクラブ件数53クラブ

６年度
実 績 等

◇クラブ数、部員数割として54クラブ、部員数1,253人に計3,437千円を交付した。

事 業 名 一般諸経費（中学校部活動費交付金） 資料編 19頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 時代に対応した教育行政を推進します

５年度
実 績 等

◇就学援助費補助として32人に3,242千円補助した。

◇特別支援教育就学奨励費補助として49人に2,671千円補助した。

課題及び
今 後 の
取り組み

　令和７年度から特別支援教育就学奨励費の定額制支給を一部の費目（新入
学用品費・学用品費・通学用品費）において実施します。
　時代を反映し増加傾向にあり、また貧困家庭対策の一環として社会的重要
性が増しているので、対象費目の拡大、効果的な支給時期等を検討する必要
がある。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

概　　要
　中学校における教育の円滑な実施を図るため、経済的理由等により就学に必要な学用品・通学用品費等
を補助する。

６年度
目　標

　支給人数75人

６年度
実 績 等

◇就学援助費補助として38人に2,540千円補助した。

◇特別支援教育就学奨励費補助として57人に2,191千円補助した。

事 業 名 教育扶助費（中学校） 資料編 19頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 時代に対応した教育行政を推進します

５年度
実 績 等

◇湖西市全中学生1,501人（令和5年5月1日現在）

◇各中学校計で9,939千円（6,622円/人）の教材用消耗品、学校図書、教材備品等を購入した。

◇５校で742冊の図書を購入。前年度比70.9％。

課題及び
今 後 の
取り組み

　財政上の問題もあり、各中学校の要望には充分な対応ができていない。
　教育振興費は、学力向上の基幹であり、今後、予算の確保に努める。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

概　　要
　中学校における中等普通教育に必要な教材用消耗品、学校図書、教材備品等を購入し、教育振興の整備
充実を図る。

６年度
目　標

　購入図書冊数の前年度比100％

６年度
実 績 等

◇湖西市全中学生1,477人（令和６年5月1日現在）

◇各中学校計で9,768千円（6,613円/人）の教材用消耗品、学校図書、教材備品等を購入した。

◇５校で650冊の図書を購入。前年度比87.6％。

事 業 名 各中学校教育振興費 資料編 18頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針 質の高い学習環境を整備します
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1

A
★☆

B

C B A

1

A
★☆

B

C B

 
A

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

５年度
実 績 等

◇幼稚園3園及びこども園2園の廃棄物処理を行い、清掃業務、廃棄物の収集運搬及び保守点検等を委託
した。

◇点検実施率100％

課題及び
今 後 の
取り組み

　幼稚園（２園）及びこども園（２園）の施設管理を適正に行っていく。
　保守点検等での指摘事項を確認し、早急に修繕を実施するが、施設の管理
所管課が変更となったため保育幼稚園課にて今後行う。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

６年度
目　標

　保守点検委託等における点検実施率100％

６年度
実 績 等

◇幼稚園2園及びこども園2園の廃棄物処理を行い、清掃業務、廃棄物の収集運搬及び保守点検等を委託
した。

◇点検実施率100％

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
安全・安心で学びを支える園・学校施設を整
備します

概　　要 　幼稚園・こども園の保育環境の向上及び充実を図るため、施設管理を行う。

◇新居中学校体育館天井等落下防止対策工事　69,971千円
　7月に工事を開始し、1月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行い、100％完了した。

課題及び
今 後 の
取り組み

事 業 名 幼稚園・こども園施設管理運営費 資料編 22頁

５年度
実 績 等 ◇鷲津中学校中校舎長寿命化改修事業　197,885千円

　9月に工事を開始し、安全･円滑に施工を行い、令和5年度分を100％完了した。工期は令和6年11月
まで。

　施設整備には多くの予算が必要となるため、計画的な予算確保と執行を行
う。
　まずは、生徒の安心・安全面を優先して事業計画し、よりよい教育環境の
充実をめざして施設整備を進める。
　公共施設再配置計画と学校施設長寿命化計画に基づき、教育施設の改修等
計画を今後検討する。

概　　要 　中学校の教育環境の向上及び充実を図るため、施設整備を行う。

６年度
目　標

　工事中における生徒の安全確保と学校業務の円滑な進行における達成率100％

◇鷲津中学校北校舎長寿命化改修事業　47,274千円
　12月に工事を開始し、安全･円滑に施工を行い、令和6年度分を100％完了した。工期は令和7年12
月まで。

６年度
実 績 等

◇岡崎中学校特別支援教室整備工事　1,368千円
　1月に工事を開始し、3月までの工期であったが、安全･円滑に施工を行い、100％完了した。

◇鷲津中学校中校舎長寿命化改修事業　495,233千円
　令和5年9月に工事を開始し、令和6年11月までの工期であったが、安全・円滑に施工を行い、
100％完了した。

事 業 名 中学校施設整備費 資料編 20頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
安全・安心で学びを支える園・学校施設を整
備します
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[学校教育課　事業評価の概要]

頁 事業名
令和6年度評価

備　考
重要度 実現度

20
教育指導関係経費（教育指導関係
事業）

A B

21 学校保健衛生費 A A

21 指導資料作成事業費 A A

22
研究指定事業費（小中学校指定
「特色ある学校づくり」推進事
業）

A A
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11

A

B
☆★

C B A

事 業 名 教育指導関係経費（教育指導関係事業） 資料編 8頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
一人ひとりの教育的ニーズに応じた支援に努
めます

概　　要 　各小学校・中学校での学校教育の充実を図るため、教育指導に関わる諸事業を推進する。

令和6年度
目　標

　就学支援事業  　　　 学校・幼稚園・こども園への就学相談延べ回数70回

　学校教育運営事業　　指導主事県教育委員会主催の研修への延べ参加回数３５回

　生きた英語教育推進事業　　学校教育課事業評価において11校中、Ａ・Ｂと答える学校の割合100％

　外国人児童生徒支援事業　　学校教育課事業評価において11校中、Ａ・Ｂと答える学校の割合100％

　不登校児童生徒適応教室事業　　　　入級児童生徒の出席率　５０％

　語らい読書推進事業　　　　巡回図書延べ冊数　　4,６８0冊

　特別支援教育推進事業　　　巡回相談員の小中学校訪問22回　　特別支援教育支援員33人配置

　いじめ対策連絡協議会事業　　　連絡協議会　年間２回実施

令和6年度
実 績 等

◇就学支援事業  　　　学校・幼稚園・こども園への就学相談延べ回数８３回　　　

◇学校教育運営事業　　指導主事県教育委員会主催の研修への延べ参加回数３０回　　

◇生きた英語教育推進事業　　学校教育課事業評価において11校中、Ａ・Ｂと答える学校の割合100％

◇外国人児童生徒支援事業　　学校教育課事業評価において11校中、Ａ・Ｂと答えた学校の割合100％

◇不登校児童生徒適応教室事業　　　　入級児童生徒出席率　４４％　　　　

◇語らい読書推進事業　　　　巡回図書延べ冊数　　4,680冊  

◇特別支援教育推進事業　　　巡回相談員の小中学校訪問22回　　特別支援教育支援員33人配置

◇いじめ対策連絡協議会事業　　　連絡協議会　年間２回実施　

令和５年度
実 績 等

◇就学支援事業  　　　学校・幼稚園・こども園への就学相談延べ回数５６回　　　

◇学校教育運営事業　　指導主事県教育委員会主催の研修への延べ参加回数４１回　　

◇生きた英語教育推進事業　　学校教育課事業評価において11校中、Ａ・Ｂと答える学校の割合100％

◇外国人児童生徒支援事業　　学校教育課事業評価において11校中、Ａ・Ｂと答えた学校の割合100％

◇不登校児童生徒適応教室事業　　　　入級児童生徒出席率　４４％　　　　

◇語らい読書推進事業　　　　巡回図書延べ冊数　　4,680冊  

◇特別支援教育推進事業　　　　巡回相談員の小中学校訪問22回　　特別支援教育支援員32人配置

◇いじめ対策連絡協議会事業　　　連絡協議会　年間２回実施　

課題及び
今 後 の
取り組み

　支援を要する児童生徒の増加傾向に対して、支援員の配置や巡回相談の実
施による支援、対応をしている。
　外国籍児童生徒への対応として指導員や通訳員の派遣、翻訳機等を活用し
ている。全小中学校に外国籍児童生徒が在籍しているため、指導員、支援員
の配置については、各校の実態に応じて柔軟な対応が必要となっている。令
和7年度より勤務時間や日数を一部増加させている。
　いじめや生徒指導上の課題に対し、生徒指導相談員やスクールロイヤー
等、専門家・関係機関との連携し、未然防止、早期発見、早期対応をすすめ
る。
　不登校に関しては、増加している実態があるため、令和7年度より3中学校
に校内教育支援センターを設置した。登校できるものの教室に入れない生徒
が安心して過ごすことができる居場所とすることで、不登校を未然に防止し
たり、教室復帰のステップとしたりする。

評
価

　
　

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５
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12

A
★☆

B

C B A

10

A
★☆

B

C B A

事 業 名 学校保健衛生費 資料編 10頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
社会の急激な変化から派生した今日的な課題
に的確に対応します

概　　要
　学校保健安全法に基づき、児童生徒、園児及び教職員の健康保持増進のため定期健康診断やけが補償等
への対応を行う。
　また、法令の趣旨に従って、校医の配置、定期健康診断を実施する。

令和６年度
目　標

　児童生徒・教職員の受診率　100％

令和６年度
実 績 等

◇校医配置　学校内科医3４人、学校眼科医11人、学校耳鼻科医11人、学校歯科医21人、学校薬剤師
　11人

◇児童生徒定期健診（内科・眼科・耳鼻科・歯科）11校　年１回　　　就学時健診　小学校６校

◇薬学講座　小学校６回・中学校５回　

◇教職員健康診断　生活習慣病検診13３人､指定年齢検診３５人､胸部Ｘ線検査1３３人

◇役務　　　市長会・日本スポーツ振興センター共済加入

児童生徒・教職員の受診率　100％

令和５年度
実 績 等

◇校医配置　学校内科医3４人、学校眼科医11人、学校耳鼻科医11人、学校歯科医21人、学校薬剤師
　11人

◇児童生徒定期健診（内科・眼科・耳鼻科・歯科）11校　年１回　　　就学時健診　小学校６校

◇薬学講座　小学校６回・中学校５回　

◇教職員健康診断　生活習慣病検診13２人､指定年齢検診３５人､胸部Ｘ線検査1３２人

◇役務　　　市長会・日本スポーツ振興センター共済加入

児童生徒・教職員の受診率　100％

課題及び
今 後 の
取り組み

　法に基づくものであり、適正に実施していることが肝要である。定期検診
等に関しては、今後も学校保健会、医会と相談しながら、改善できるところ
は善処しながら進めていく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５

事 業 名 指導資料作成事業費 資料編 10頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
夢と信頼と充実感のある学校づくり、子ども
が主体的に学ぶ授業づくりに取り組みます

概　　要 　小学校社会科副読本「わたしたちの湖西」の指導資料作成作業

令和６年度
目　標

　指導資料作成事業　　　副読本の活用率１００％

令和６年度
実 績 等

◇指導資料作成事業　　　指導資料の改訂、原稿の作成、印刷・製本

令和５年度
実 績 等

◇指導資料作成事業　　　指導資料の改訂箇所の確認、作成

課題及び
今 後 の
取り組み

令和６年度は令和７年度以降に使用する副読本の改訂に向けて取材や編集、
印刷・製本を行い、配布した。改訂委員会の円滑な運営を図り、湖西の子ど
もたちにとって使いやすく、地域に根ざした副読本のよりよい活用を進めて
いく。一方で、取材・編集等に関わる教員の負担が大きくならないような体
制づくりについても検討したい。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R６★R５
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10

A
☆★

B

C B A

事 業 名 研究指定事業費（小中学校指定「特色ある学校づくり」推進事業） 資料編 10頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
夢と信頼と充実感のある学校づくり、子ども
が主体的に学ぶ授業づくりに取り組みます

概　　要
　家庭教育の充実を目指す学びの基礎づくりや児童生徒や地域の実態に応じた活動、思い出となる行事な
ど、特色ある学校づくりを推進し、地域、家庭と協力し、子どもの健やかな成長を図る。

令和６年度
目　標

「特色ある学校づくり」推進事業　学校教育課事業評価において11校中A、Bと答える学校の割合100％

令和６年度
実 績 等

◇外部講師を依頼した授業や体験学習を各小中学校の特色に応じて実施（特色ある学校づくり）

◇各中学校の計画に基づいて、スキー教室、体験学習等を実施
　（思い出に残る1学校1行事創造）

◇「特色ある学校づくり」推進事業　　学校教育課事業評価において11校中、Ａ・Ｂと答える学校の割合100％

令和５年度
実 績 等

◇外部講師を依頼した授業や体験学習を各小中学校の特色に応じて実施（特色ある学校づくり）

◇小中学生の発達段階に合わせた「学びの基礎７つの取組」の改訂　クリアファイルを活用した保護者
　への啓発（学びの基礎づくり）

◇各中学校の計画に基づいて、スキー教室、体験学習等を実施
　（思い出に残る1学校1行事創造）

学校の授業がわかると答える児童の割合91.9％、生徒の割合84.2％

課題及び
今 後 の
取り組み

　「特色ある学校づくり」推進事業は、児童生徒が地域の実態に応じて豊か
な体験をすることで、児童生徒の生きる力を育成することを目的に実施して
いる。各校において、地域のひと・もの・ことに触れ、自分の見方・考え方
を広げる機会となってきている。総合的な学習の時間や体験学習の講師を依
頼したり、キャリア教育や校外学習のための移動手段の手配を行ったりし
て、有効に活用している。
　今後は各学校ならではの特色を問い直し、体験活動について更なる充実を
図っていく。

評
価

　
　

実
現
度

重要度→
☆R６ ★R５
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25
各幼稚園管理運営費及び幼稚園総
務費

A B

24 民間保育所等助成事業費 A A

25 幼児教育指導関係経費 A A

[幼児教育課（保育幼稚園課）　事業評価の概要]

頁 事業名
令和６年度評価

備　考
重要度 実現度
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5

A
☆★

B

C B A

課題及び
今 後 の
取り組み

　幼児教育・保育の無償化により、財政的負担の増加が課題である。
　保育ニーズが増加しており、待機児童・入所待ち児童対策のさらなる拡充
が必要。
　市内の民間保育園１園が令和６年度末に閉園。
　待機児童・入所待ち児童対策・保育サービスの充実や、保育士の処遇改善
は全国的な重要課題であることから、国の補助メニュー等を活用して事業・
助成を継続していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６ ★Ｒ５

　◇乳幼児保育事業の実施園　７園（多様な保育事業　42,408千円）

　◇延長保育・一時預かり保育・病児保育等の実施園　9園（保育対策事業　41,841千円）

　◇新設・改築等に係る借入金利子への補助　3園（民間保育園等施設整備事業　1,038千円）

　◇原油価格・物価高騰に伴う食材料費への補助　10園（学校給食費等物価高騰対策事業　2,377千
円）

　◇保育サービスの安定的な提供の継続への補助　10園（価格高騰緊急支援事業　1,806千円）

　◇子育てのための施設等利用等給付　9,290千円（補助実績：12施設、58人）

　◇新設・改築等に係る借入金利子への補助　3園（民間保育園等施設整備事業　1,182千円）

　◇原油価格・物価高騰に伴う食材料費への補助　10園（学校給食費等物価高騰対策事業　2,717千
円）

　◇保育サービスの安定的な提供の継続への補助　10園（価格高騰緊急支援事業　1,006千円）

　◇子育てのための施設等利用等給付　8,624千円（補助実績：12施設、54人）

令和５年度
実 績 等

　◇待機児童数（令和５年４月１日現在）　０人

　◇民間保育園・こども園(保育園部)・小規模保育事業所の年間平均入園児数　793人

　◇市内民間保育園等(10園)と広域入所保育園等(10園)の運営費として、施設型給付費910,183千円

　◇私立幼稚園・こども園(幼稚園部)の年間平均入園児数　141人

　◇市内民間こども園(４園)と広域入所幼稚園等(5園)の運営費として、施設型給付費159,862千円

令和６年度
目　標

　待機児童数（４月１日現在）　０人
　民間保育園及びこども園（保育部分）の年間平均入園児数　763人
　民間幼稚園及びこども園（教育部分）の年間平均入園児数　131人　　　　※各市内利用定員数

令和６年度
実 績 等

　◇待機児童数（令和６年４月１日現在）　０人

　◇民間保育園・こども園(保育園部)・小規模保育事業所の年間平均入園児数　785人

　◇市内民間保育園等(10園)と広域入所保育園等(13園)の運営費として、施設型給付費1,003,962千
円

　◇私立幼稚園・こども園(幼稚園部)の年間平均入園児数　148人

　◇市内民間こども園(５園)と広域入所幼稚園等(４園)の運営費として、施設型給付費191,803千円

　◇乳幼児保育事業の実施園　７園（多様な保育事業　40,124千円）

　◇延長保育・一時預かり保育・病児保育等の実施園　9園（保育対策事業　45,666千円）

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
夢と信頼と充実感のある園づくり、子どもの
主体的な活動支援に取り組みます

概　　要
　民間保育園・こども園等の適切な運営に扶助する（法定給付）
　市内民間保育園・こども園の職員の処遇改善、施設の整備・改善及び保育サービスの充実のために補助
する。

事 業 名 民間保育所等助成事業費 資料編 2～5頁
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6

A
☆★

B

C B A

４

7
８

A

B
☆★

C B A

課題及び
今 後 の
取り組み

　幼児教育・保育の無償化により、財政的負担の増加が課題である。
　保育需要が高まる一方で幼稚園(部)への入園者は減少している。
　令和６年３月に閉園した白須賀幼稚園の土地・建物について、利活用を調
整中。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６ ★Ｒ５

　◇幼稚園教育振興事業　　　　312千円

令和５年度
実 績 等

　◇公立幼稚園・こども園の園児数(令和５年５月１日現在)　幼稚園部299人、保育部197人

　◇公立幼稚園・こども園6園の管理運営費104,239千円及び共通経費73,978千円

　◇幼稚園研究指定事業　 知波田幼稚園「友達と関わる楽しさを感じられる子の育成」

　◇幼稚園一時預かり事業　(開園日)延べ利用数5,184人、(長期休園日)延べ利用数777人

　◇幼稚園親子読書推進事業　　　86千円

　◇幼稚園教育振興事業　　　　371千円

　　※新所幼稚園は令和４年度末に閉園したが、令和５年度は施設管理を実施した。

　　※公立保育所が皆減したため、令和５年度から公立こども園分について保育所総務費から移管

概　　要 　公立幼稚園・こども園を適切に管理・運営する。

令和６年度
目　標

　一時預かり事業(在園児対象型)　延べ利用数6,552人（子ども・子育て支援事業計画：確保の内容）

令和６年度
実 績 等

　◇公立幼稚園・こども園の園児数(令和６年５月１日現在)　幼稚園部264人、保育部192人

　◇公立幼稚園・こども園4園の管理運営費98,072千円及び共通経費94,552千円

　◇幼稚園研究指定事業　 知波田幼稚園「友達と関わる楽しさを感じられる子の育成」

　◇幼稚園一時預かり事業　(開園日)延べ利用数5,685人、(長期休園日)延べ利用数668人

　◇幼稚園親子読書推進事業　　　86千円

事 業 名 各幼稚園管理運営費及び幼稚園総務費 資料編 20・21頁

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針

基本的生活習慣の定着を通して自立する心を
育みます
保育環境の充実に努めます
魅力ある園・学校づくりの基盤として教職員
の資質向上に取り組みます

令和５年度
実 績 等

　◇巡回相談及び幼児教育相談の回数　22回

　◇幼児ことばの教室事業　　　2,267千円、幼児ことばの教室へ28人が通級

　◇特別支援教育推進事業　　 15,077千円、特別支援教育支援員を12人配置

課題及び
今 後 の
取り組み

　特別支援員の支援スキルの向上及び巡回相談員の確保が課題である。
　特別な支援を要するこどもは増加傾向にあり、表れについても多種多様化
しているため、事業の必要性は非常に高く、今後も継続していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６ ★Ｒ５

令和６年度
目　標

　巡回相談12回、幼児教育相談11回

令和６年度
実 績 等

　◇巡回相談及び幼児教育相談の回数　23回

　◇幼児ことばの教室事業　　　1,266千円、幼児ことばの教室へ17人が通級

　◇特別支援教育推進事業　　 15,164千円、特別支援教育支援員を14人配置

基本目標
自ら学ぶ力、生きる力を育む幼児・学校教
育を推進します。

方　針
一人ひとりの発達に応じた保育と保護者の支
援に努めます

概　　要 　個に合わせた指導を行い、幼児教育・保育の充実及び向上を図る。

事 業 名 幼児教育指導関係経費 資料編 11頁
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[スポーツ・生涯学習課　事業評価の概要]

頁 事業名
令和6年度評価

備　考
重要度 実現度

27 社会教育総務関係経費 A A

28 生涯学習推進費 A B

30 西部地域センター管理運営費 B A

29 青少年健全育成費 A B

29 青少年健全育成センター活動費 B B

30
北部地区多目的研修施設管理運営
費

B C

31
南部地区構造改善センター管理運
営費

B B

31
保健体育総務関係経費
（社会体育振興事業）

B C

32
保健体育総務関係経費
（健康づくり事業）

B B

33
社会体育施設維持管理費
（湖西運動公園外５施設維持管理）

A B

34
社会体育施設維持管理費
（複合運動施設管理運営）

A B

34
スポーツ活動推進及び大会運営費
（スポーツ普及推進及び育成事業）

B C

35
スポーツ活動推進及び大会運営費
（ジュニアスポーツ育成事業）

B B

35
スポーツ活動推進及び大会運営費
（高齢者の健康生きがいづくり事業）

B C

36
スポーツ活動推進及び大会運営費
（学校体育施設開放事業）

A A

36
スポーツ活動推進及び大会運営費
（静岡県市町対抗駅伝競走大会）

B A

37
スポーツ活動推進及び大会運営費
（KOSAIリレーマラソン）

B B

37
スポーツ活動推進及び大会運営費
（室内棒高跳記録会）

B C
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14

17

A
★☆

B

C B A

事 業 名 社会教育総務関係経費 資料編 22頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針

家庭教育を支援します

さまざまな“学ぶ”活動ができる生涯学習環
境を整備します

概　　要
社会教育推進のため、家庭教育の充実に向けて、ふたば学級・親子ふれあい講座・子育て講演会等の充実
に努めます。社会教育委員、生涯学習推進協議会委員及び社会教育指導員を置く。

令和6年度
目　標

　社会教育委員会の開催：３回開催

　社会教育指導員設置事業：3人設置

令和6年度
実 績 等

◇社会教育委員会の開催：３回開催

◇生涯学習推進協議会の開催：１回開催

◇社会教育指導員設置事業：指導員3人設置（親子ふれあい講座、ふたば学級、ヤングダイヤルなどを担
当）

令和5年度
実 績 等

◇社会教育委員会の開催：３回開催

◇生涯学習推進協議会の開催：１回開催

◇社会教育指導員設置事業：指導員４人設置（家庭教育学級、ふたば学級、ヤングダイヤルなどを担当）

課題及び
今 後 の
取り組み

　社会教育の振興をはかるため、高い識見と専門性を持つ者を社会教育指導
員として配置する。
　湖西市生涯学習推進計画を総合的かつ効果的に推進するために、社会教育
委員や生涯学習推進協議会委員より意見を徴収し、施策に反映していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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14

15

17

A

B
★☆

C B A

事 業 名 生涯学習推進費 資料編 23・24頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針

家庭教育を支援します

地域における教育力向上のため、学校、家
庭、地域等との連携を図ります

さまざまな“学ぶ”活動ができる生涯学習環
境を整備します

概　　要
　わくわく子ども教室・学校支援地域本部事業等を充実させ、地域連携と教育力の向上を図ります。家庭
教育、生涯学習の重要性から、各年代層に学習の機会を提供する。

令和6年度
目　標

　家庭教育サポート事業：講座参加人数　800人

　青少年教育推進事業：イベント参加者数　2,000人

　高齢者教育の推進事業：参加者数　250人

　生涯学習の推進：達人録登録人数　200人

　わくわく子ども教室推進事業：教室申込者数　180人

　学校支援本部事業：支援本部設置数　11校

令和6年度
実 績 等

◇家庭教育サポート事業： 講座参加人数　577人

（ふたば学級54人、親子ふれあい講座76人、教育講演会447人）

◇青少年教育推進事業：イベント参加者数　1,556人

（親子体験教室531人、科学の体験752人、コーちゃんフェスタ273人）

◇高齢者教育の推進事業：寿大学参加者数　204人

◇生涯学習の推進：達人録登録人数　117人

◇わくわく子ども教室推進事業：市内６小学校で実施。教室申込者数　167人

◇学校支援本部事業：学校支援本部を10校設置。（白須賀小、知波田小、東小、新居小、岡崎小、鷲津
小、白須賀中、湖西中、鷲津中、新居中）

令和5年度
実 績 等

◇家庭教育サポート事業： 講座参加人数　730人

（ふたば学級66人、家庭教育学級92人、教育講演会572人）

◇青少年教育推進事業：イベント参加者数　1,503人

（親子体験教室436人、科学の体験743人、コーちゃんフェスタ324人）

◇高齢者教育の推進事業：寿大学参加者数　125人

◇生涯学習の推進：達人録登録人数　124人、生涯学習講座(生涯学習係)8講座

◇おちばの里親水公園管理事業：公園利用者数（申請分）　84件、1,569人

◇わくわく子ども教室推進事業：市内６小学校で実施。教室申込者数　170人

◇学校支援本部事業：学校支援本部を９校設置。（白須賀小、知波田小、東小、新居小、岡崎小、白須賀中、湖西中、鷲津中、新居中）

課題及び
今 後 の
取り組み

　ふたば学級や親子ふれあい講座、わくわく子ども教室の参加者を確保する
よう,実施内容等の見直しを検討する。
　湖西市生涯学習推進計画に基づき、ライフステージに応じた事業を展開す
る。
　市内全地区での事業展開を継続する。（ふたば学級、親子ふれあい講座、
寿大学など）
　わくわく子ども教室を市内全小学校での実施を継続する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

-28-



16

優秀作品による啓発品を作成し、啓発活動を実施した。

優秀作品による啓発品を作成し、啓発活動を実施した。

A

B
★☆

C B A

16

A

B
★☆

C B A

事 業 名 青少年健全育成費 資料編 25頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 青少年健全育成意識を醸成します

概　　要
・青少年健全育成大会や青少年教育推進事業を通して青少年の健全な育成に努めます
・明湖会等青少年健全育成団体と連携し、明るい地域づくりや青少年健全育成の推進を図ります
青少年の健全な育成を図るため、健全育成大会の開催や子ども会等の青少年育成団体を支援する。

令和6年度
目　標

　青少年健全育成事業：「家庭の日」作品応募数　　800点

　はたちの集い開催事業：参加率　85％

令和6年度
実 績 等

◇青少年問題協議会：6月28日開催した。

◇青少年健全育成事業：１１月2日　健全育成大会の開催及び表彰を行った。参加者71人。

◇家庭の日普及事業：「家庭の日」作品（絵画、標語、詩）を募集した。応募数619点。

◇青少年育成団体支援事業：明湖会、子ども会など団体活動を支援した。

◇はたちの集い開催事業：１月12日　アメニティプラザで実施し、436人参加。（参加率77.3％）

令和5年度
実 績 等

◇青少年問題協議会：6月22日開催した。

◇青少年健全育成事業：１１月４日　健全育成大会の開催及び表彰を行った。参加者48人。

◇家庭の日普及事業：「家庭の日」作品（絵画、標語、詩）を募集した。応募数744点。

◇青少年育成団体支援事業：明湖会、子ども会など団体活動を支援した。

◇はたちの集い開催事業：１月7日　アメニティプラザで実施し、４70人参加。（参加率78.6％）

　明湖会等青少年健全育成団体と連携し、明るい地域づくりや青少年の健全育成の推進を図ります
青少年補導員による補導活動や社会教育指導員による相談活動等の青少年非行防止活動を行う。

課題及び
今 後 の
取り組み

　社会全体で青少年を育成しようと機運を高め、事業を継続する。
評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 青少年健全・育成センター活動費 資料編 26頁

令和6年度
目　標

　補導実施回数　140回

令和6年度
実 績 等

◇街頭補導活動：月１～2回、地区別定期補導　102回

◇ヤングダイヤル電話相談活動：相談件数　2件

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 青少年健全育成意識を醸成します

概　　要

令和5年度
実 績 等

◇街頭補導活動：月１～2回、地区別定期補導　103回

◇ヤングダイヤル電話相談活動：相談件数　11件

課題及び
今 後 の
取り組み

２年ごとに補導員を各地区選出してもらっているが、なり手不足で選出が難
航している地区もある。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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事 業 名 西部地域センター管理運営費 資料編 30頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針

さまざまな“学ぶ”活動ができる生涯学習環
境を整備します

市民が集い結びあうセンター活動に努めます

安全で安心な施設を管理・運営します

概　　要
・西部地域センター等で各種講座を開設します・生涯学習施設・設備等を点検し、適切な管理・運営に努
め、利用者の増加を図ります
　西部地域センターの施設の維持管理と各種講座、まつりの開催。

令和６年度
目　標

　利用者数　30,000人

令和６年度
実 績 等

◇施設管理業務：利用者数　38,171人

◇生涯学習講座８講座、子ども講座1講座を開催した。

◇まつり開催：11月3日（日）屋内外での合唱や演奏、演技発表、作品展示、湯茶等の体験を行った。

令和５年度
実 績 等

◇施設管理業務：利用者数　35,415人

◇生涯学習講座８講座が開催された。（予算は生涯学習推進費）

◇まつり開催：11月19日（日）屋内外での合唱や演奏、演技発表、作品展示、湯茶等の体験を行った。

課題及び
今 後 の
取り組み

　施設の老朽化（昭和60年度建設）のため、令和６年度に大規模改修工事を
行ったが、安全で安心して利用できる環境を保つため、今後も施設の適切な
維持管理に努める。
　講座参加人数の増加に努める。
　講座の終了者によるサークル化を促進する。
　利用拡大を周知し、一層の利用者数の増加に努める。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 北部地区多目的研修施設管理運営費 資料編 31頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針

さまざまな“学ぶ”活動ができる生涯学習環
境を整備します

市民が集い結びあうセンター活動に努めます

安全で安心な施設を管理・運営します

概　　要
・西部地域センター等で各種講座を開設します
・生涯学習施設・設備等を点検し、適切な管理・運営に努め、利用者の増加を図ります
北部地区多目的研修集会施設の維持管理と各種講座、作品展示会の開催。

令和６年度
目　標

　利用者数　11,000人

令和６年度
実 績 等

◇施設の維持管理：利用者数　10,895人

◇生涯学習講座６講座を開催した。

◇知波田幼稚園児の作品展示会を開催した。

令和５年度
実 績 等

◇施設の維持管理：利用者数　9,077人

◇生涯学習講座７講座と子ども講座１講座を開催した。（予算は生涯学習推進費）

◇まつりは開催せず、知波田幼稚園児の作品展示会を開催した。

課題及び
今 後 の
取り組み

　施設の老朽化（昭和56年度建設）により維持管理費が増大しているが、安
全で安心して利用できる環境を保つため、修繕・改修等により、施設の適切
な維持に努める。
　講座参加人数の増加に努める。
　講座の終了者によるサークル化を促進する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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事 業 名 南部地区構造改善センター管理運営費 資料編 31頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針

さまざまな“学ぶ”活動ができる生涯学習環
境を整備します

市民が集い結びあうセンター活動に努めます

安全で安心な施設を管理・運営します

概　　要
・西部地域センター等で各種講座を開設します
・生涯学習施設・設備等を点検し、適切な管理・運営に努め、利用者の増加を図ります
南部構造改善センターの維持管理と各種講座、作品展示会の開催。

令和６年度
目　標

　利用者数　11,000人

令和６年度
実 績 等

◇施設の維持管理：利用者総数　9,451人

◇生涯学習講座６講座を開催した。

◇利用団体の作品展示会を開催した。

令和５年度
実 績 等

◇施設の維持管理：利用者総数　10,949人

◇生涯学習講座７講座を開催した。（予算は生涯学習推進費）

◇まつりは開催せず、利用団体の作品展示会を開催した。

課題及び
今 後 の
取り組み

　施設の老朽化（平成６年度建設）により維持管理費が増大しているが、安
全で安心して利用できる環境を保つため、修繕・改修等により、施設の適切
な維持に努める。
　講座参加人数の増加に努める。
　講座の終了者によるサークル化を促進する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 保健体育総務関係経費（社会体育振興事業） 資料編 34頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
ライフステージに応じたスポーツ活動を推進するため、スポーツ推進委員を中心として各種スポーツ活動
の企画・運営を行い、スポーツの普及を図る。

令和６年度
目　標

　ニュースポーツ参加人数　500人

令和６年度
実 績 等

◇ニュースポーツ参加人数　245人

令和５年度
実 績 等

◇ニュースポーツ参加人数　279人

課題及び
今 後 の
取り組み

過去からの課題であったニュースポーツ講習会等の参加者が固定化傾向を解
消及びスポーツ推進委員の負担軽減も考慮すべく、平日夜から休日に日程を
変更し、回数も減らし、実施した。
今後もスポーツ推進委員の負担軽減も考慮しながら、活動の充実を図るた
め、各種スポーツ活動についてスポーツ推進委員で企画検討し、開催方法等
について今後も検討していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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事 業 名 保健体育総務関係経費（健康づくり事業） 資料編 34頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
ライフステージに応じたスポーツ活動を推進するため、市民の心身の健全な発達と明るい市民生活の形成
に寄与することを目的に、湖西市の実情に即した推進計画を策定し、推進する。

令和６年度
目　標

健康づくり事業として、多数の方に参加してもらえる他団体とも協力いただきながら実施する。

令和６年度
実 績 等

◇他スポーツとの兼ね合いもあり開催回数は減ってしまったが、ウォーキング後に健康講話やニュース
ポーツのミニ体験会を開催するなど、他課や他団体と連携し参加者に満足いただける内容で実施でき
た。

令和５年度
実 績 等

◇地元自治会や保健推進委員に協力していただき、多数の地域住民に参加いただいた。

課題及び
今 後 の
取り組み

健康づくり事業の一環として、手軽にできる運動がしやすい環境づくりに努
める。
今後引き続き、各地域で安心して手軽にできるウォーキングや散歩のモデル
コースとしてスポーツ推進委員と企画検討していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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事 業 名 社会体育施設維持管理費（湖西運動公園外５施設維持管理） 資料編 35・36頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ環境を整備します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、湖西運動公園・梶田多目的運動広場・北部地
区運動広場・みなと運動公園・新居スポーツ広場公園・勤労者体育センターの利用者が快適かつ安全に競
技がができるよう指定管理者による施設の維持管理を行う。

令和６年度
目　標

　湖西運動公園外5施設年間利用目標：205,000人

実 績 等

湖西運動公園等 令和５年度年間利用者数 令和６年度年間利用者数

　湖西運動公園 39,684人 49,287人

　梶田多目的運動広場 1,608人 1,386人

　北部地区運動広場 5,349人 6,371人

合　　　　計 46,641人 57,044人

みなと運動公園 令和５年度年間利用者数 令和６年度年間利用者数

　野球場 3,370人 2,640人

　多目的広場 8,196人 8,079人

合　　　　計 11,566人 10,719人

新居スポーツ広場公園 令和５年度年間利用者数 令和６年度年間利用者数

　体育館 61,138人 59,040人

　庭球場 4,385人 4,836人

　弓道場 1,793人 1,723人

合　　　　計 67,316人 65,599人

勤労者体育センター 令和５年度年間利用者数 令和６年度年間利用者数

　体育室 31,908人 29,357人

　卓球室 4,396人 4,648人

　トレーニング室 2,936人 3,615人

合　　　　計 39,240人 37,620人

課題及び
今 後 の
取り組み

指定管理者との連携による適正な施設管理・運営に努め、利用者数の増加に
努めていく。
※梶田多目的運動広場については、給食センター建設にともない令和６年度
末で廃止。 評

価
実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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事 業 名 社会体育施設維持管理費（複合運動施設管理運営） 資料編 36頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ環境を整備します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、アメニテイプラザの利用者が、快適かつ安全
に競技できるよう指定管理者による施設管理を行う。

令和６年度
目　標

　アメニティプラザ年間利用者目標：290,000人

実 績 等

施　　設　　名 令和５年度年間利用者数 令和６年度年間利用者数

　温水レジャープール 73,316人 105,092人

　浴室 30,208人 52,845人

　トレーニングルーム 15,957人 18,606人

　メインアリーナ 38,307人 34,949人

　サブアリーナ 14,836人 12,492人

　スタジオ 10,086人 10,855人

合　　　　計 182,710人 234,839人

課題及び
今 後 の
取り組み

指定管理者との連携による適正な施設管理・運営に努め、利用者数の増加に
努めていく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 スポーツ活動推進及び大会運営費（スポーツ普及推進及び育成事業） 資料編 37頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、市民のスポーツ活動を推進し、競技力の向上
と健康増進を図るため、スポーツ大会やスポーツ教室の開催など各種事業を行う。

令和６年度
目　標

　スポーツ教室及びスポーツ大会参加者目標：3,000人

令和６年度
実 績 等

◇スポーツ教室　　　　　　ニュースポーツ講習会等、5教室、1講習会

　　　　　　　　　　　　　延 84回　  総参加者数　721人

◇各種スポーツ大会　　　　バレーボール、野球等　16大会 総参加者数　2,508人

◇スポーツ少年団派遣事業　５競技　派遣回数12回

令和５年度
実 績 等

◇スポーツ教室　　　　　　ニュースポーツ講習会等、7教室、1講習会

　　　　　　　　　　　　　延 95回　  総参加者数　1,028人

◇各種スポーツ大会　　　　バレーボール、野球等　14大会 総参加者数　2,184人

◇スポーツ少年団派遣事業　7競技　派遣回数14回

課題及び
今 後 の
取り組み

参加者アンケートや関係団体との意見交換等を参考に、ニーズにあった種
目、大会を実施する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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事 業 名 スポーツ活動推進及び大会運営費（ジュニアスポーツ育成事業） 資料編 37頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、中学生の競技力向上のため、ジュニアスポー
ツクラブを育成する。

令和６年度
目　標

　生徒参加者目標：200人

令和６年度
実 績 等

◇実施種目　　　野球、サッカー、ソフトテニス、柔道、陸上競技、バレーボール、バスケットボール、剣道

　参加者数　　　254人

令和５年度
実 績 等

◇実施種目　　　野球、サッカー、ソフトテニス、柔道、陸上競技、バレーボール、バスケットボール

　参加者数　　　229人

課題及び
今 後 の
取り組み

学校の部活動と連絡･調整を行い、今後も活動を継続する。
他の新種目の指導者の発掘及びスポーツ人口減少問題が課題。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 スポーツ活動推進及び大会運営費（高齢者の健康生きがいづくり事業） 資料編 39頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、高齢者の方々が心と体を健康に保つために、
スポーツに親しむ場を提供する。

令和５年度
目　標

　大会参加者目標：1,000人

令和６年度
実 績 等

◇スポーツ大会開催種目　　　ペタンク、ラージボール、グランドゴルフ、輪投げ、

　大会回数　　年９回　　　総参加者数　　947人

令和５年度
実 績 等

◇スポーツ大会開催種目　　　ペタンク、ラージボール、グランドゴルフ、輪投げ、

　大会回数　　年９回　　　総参加者数　　962人

課題及び
今 後 の
取り組み

天候に左右されやすい種目は開催時期の変更もしくは回数を減らすことも検
討する。
開催方法等について今後も関係団体と連携し検討していく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

-35-



25

A
☆★

B

C B
　
A

24

A
★☆

B

C B A

事 業 名 スポーツ活動推進及び大会運営費（学校体育施設開放事業） 資料編 38頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ環境を整備します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、市内小中学校体育施設を開放することによ
り、市民がスポーツを通じて交流する場を提供する。

令和６年度
目　標

　学校体育施設利用者目標：105,000人

実 績 等

施　　設　　名
令和５年度 令和６年度

延利用回数 延利用者数 延利用回数 延利用者数

　小・中学校運動場 467回 24,384人 384回 19,274人

　小・中学校体育館 2,150回 58,922人 2,286回 60,159人

　小・中学校武道場 948回 16,858人 822回 14,411人

　小・中学校クラブハウス 16回 808人 7回 126人

合　　　　計 3,581回 100,972人 3,499回 93,970人

課題及び
今 後 の
取り組み

公共施設予約システムでの予約受付等は浸透しているが、利用者の減少が続
いている。
今後も、利用者の増加に努めていく。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 スポーツ活動推進及び大会運営費（静岡県市町対抗駅伝競走大会） 資料編 39頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、市町対抗駅伝に出場し、競技力の向上を図
る。

令和６年度
目　標

　市の部10位以内入賞をめざす。

令和６年度
実 績 等

◇開催日　　　11月30日（土）

◇成績　　　　市の部   ５位

令和５年度
実 績 等

◇開催日　　　12月２日（土）

◇成績　　　　市の部   ６位

課題及び
今 後 の
取り組み

優秀な競技者の発掘、競技力の向上に努力する。
小中学生の走力向上に取り組み、好成績を維持する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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B A
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A
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C

 ★☆
B A

事 業 名 スポーツ活動推進及び大会運営費（KOSAIリレーマラソン） 資料編 39頁

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、大会を開催し、競技力の向上を図る。令和３
年度から、リレーマラソン方式を採用し、開催した。

令和６年度
目　標

　大会参加チーム目標：100チーム

令和６年度
実 績 等

◇開催日　　　　1月19日（日）

◇参加数　　　　57チーム

令和５年度
実 績 等

◇開催日　　　　1月14日（日）

◇参加数　　　　49チーム

課題及び
今 後 の
取り組み

以前実施していた駅伝大会は、一般道路を使っての競技になるので、渋滞等
の苦情が多いこと、また、事故が起きないように運営することが課題であ
り、令和3年度から「コーちゃんリレーマラソン」を令和４年度は「KOSAI
リレーマラソン」と名称を変更し開催した。また、参加資格を小学生以上と
し、性別、年齢に関係なくチームを組めるため、参加しやすく楽しめる大会
となった。
今後は、関係団体と連携のうえ大会継続のための運営方法等を検討してい
く。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 スポーツ活動推進及び大会運営費（室内棒高跳記録会） 資料編 -

基本目標
誰もが、いつでも、どこでも、いつまでも
親しみ、楽しむことができる生涯スポーツ
文化を推進します。

方　　針 スポーツ活動を普及・推進します

概　　要
豊かなスポーツライフを支える環境づくりを推進するため、近隣の中高生・一般選手の棒高跳競技の強化
を目的とし、自己記録及び新記録樹立をめざす場を提供する。

令和６年度
目　標

　記録会参加者目標：120人

実 績 等

区　分
令和５年度 記録会 令和６年度 記録会

開催日 対象 参加者数 開催日 対象 参加者数

2/10 中学　男女 39人 2/8 中学　男女、高校　男女、一般　男 27人

2/11 一般、高校　男女 58人 2/9 高校　男女、一般　男女 19人

計 97人 計 46人

課題及び
今 後 の
取り組み

今後も静岡西部陸上競技協会が主催者となった記録会を継続するとともに、
静岡県西部の中高校生、一般選手の強化育成を目的とし、自己記録の更新を
目指す場を提供する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

-37-



41 紀伊国屋資料館管理運営費 B C

41 小松楼まちづくり交流館管理運営費 B C

40 白須賀宿歴史拠点施設管理運営費 B A

40 新居関所史料館管理運営費 B C

39 文化振興関係経費 B A

39 文化財保護保存費 A C

頁 事業名
令和6年度評価

備　考
重要度 実現度

[文化観光課　事業評価の概要]

-38-



21

A
☆

B

C

　★
B A

20

A

B

C B

★☆
A

10月21日現地説明会を開催。

◇新居関跡保存整備事業：新居関跡保存活用計画策定委員会を3回開催し、計画を策定した。

◇古文書整理事業：静岡文化芸術大学と新居関所史料館所蔵文書の整理をした。

◇湖西中学校南校舎「ふるさと学習室」を1０月２２日に一般公開した。また出前講座を６回開催した。

課題及び
今 後 の
取り組み

　無形民俗文化財の断絶や有形文化財のき損、散逸を防ぐため、文化財保存
活用地域計画の策定を進め、地域総がかりでの文化財保存体制の構築に努め
る必要がある。
　誰もが利用しやすいように、発掘調査出土遺物や民俗資料、古文書史料の
整理活用を行う。
　大規模造成により開発行為の増加が予想されるため、遺跡の保存を適切に
行う。
　民具倉庫の一部が老朽化しており、北部倉庫への収蔵集約を検討中。
　新居関跡保存整備は、史跡保存活用計画に基づき確実な保護保存を行う。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６★R５

◇新居関跡保存整備事業：新居関跡保存活用計画を策定し、文化庁の認定を受けた。

◇古文書整理事業：静岡文化芸術大学と新居関所史料館所蔵文書の整理をした。

◇湖西中学校南校舎「ふるさと学習室」を1０月１９日に一般公開した。また出前講座を３回開催した。

◇おいでん祭で文化財PRブースを出展し、文化財の普及啓発を行った。

令和５年度
実 績 等

◇文化財保護審議会：令和６年1月１６日開催　指定候補物件（横枕古墳）1件の諮問答申。

◇文化財保護保存事業：指定文化財消防設備保守３件、無形民俗文化財公開1件、無形民俗文化財用具修

理１件、建造物1件、史跡２件を補助した。

◇市内遺跡発掘調査事業：古見古窯跡群遺跡の発掘調査報告書を刊行した。

◇大知波峠廃寺跡保存整備事業：草刈り、ハチの巣駆除を実施し保存管理と公開に努めた。

概　　要 　指定文化財の保護保存活用に努めるとともに、誰もが資料を利用できる環境の充実を図る。

令和６年度
目　標

指定文化財のき損届・損傷届件数0件（R６実績1件）

令和６年度
実 績 等

◇文化財保護審議会：令和６年11月27日開催　指定文化財の現状について報告。

◇文化財保存活用地域計画の作成：文化財の保存・活用に関する総合的な計画を作成中（～令和8年度）

◇文化財保護保存事業：指定文化財消防設備保守３件、無形民俗文化財公開1件を補助した。

◇市内遺跡発掘調査事業：開発に伴う坊中Ⅰ遺跡（中之郷）の本発掘調査を行った。

◇大知波峠廃寺跡保存整備事業：草刈りを実施し保存管理と公開に努めた。

事 業 名 文化財保護保存費 資料編 28頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 文化財を保存活用します

令和5年度
実 績 等

◇芸術文化振興事業：芸術祭1日あたり平均入場者数396人(春季芸能祭６００人、文化の祭典757人、

美術祭2,704人、合唱の祭典300人）、市民文芸第1４号発行

課題及び
今 後 の
取り組み

 文化協会会員数は、若年層の伝統文化部会への参加が減少傾向にあり、芸術
祭の参加者も固定化している。新しい文化を取り込みながら、伝統文化を保
持するような時代に合わせた芸術祭を開催し、文化芸術活動を活性化させる
必要がある。
 今後は、発表の場とともに、芸術文化の鑑賞の機会拡大となる事業を検討す
る。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ6 ★R5

概　　要 　文化芸術の鑑賞機会の提供および市民の文化芸術活動の支援を行う。

令和6年度
目　標

　市民芸術祭１日あたり平均入場者数４５０人

令和6年度
実 績 等

◇芸術文化振興事業：芸術祭1日あたり平均入場者数515人(秋季芸能祭600人、文化の祭典770人、

美術祭4,000人、合唱の祭典300人）、市民文芸第15号発行

♢ピアノ・リサイタル開催：入場者数214人

事 業 名 文化振興関係経費 資料編 27頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 文化芸術を推進します

-39-



20

A
★☆

B

C

 
B A

20

A
★

B

C

 　☆
B A

課題及び
今 後 の
取り組み

　社会教育施設として、歴史や文化財の理解を深めるイベントの実施や、魅
力ある企画展示の開催などによって親しみやすい運営に努め、特に子どもの
入館者や学校教育での利用の増加につなげる。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６ ★R５

令和５年度
実 績 等

◇新居関所史料館管理：入館者数　18,652人

◇新居関所史料館運営委員会：令和６年1月１６日開催

◇展示活動：企画展６回

◇新居宿史跡案内人の会補助事業

◇キッズミュージアムパスポート導入　パスポート使用入館者数350人

◇学習プラン利用団体　11件414人

概　　要
　国特別史跡新居関跡の保存に努めるとともに、新居関所に関する歴史資料の保存と活用を図るため、新
居関所史料館の運営管理と各種事業を行う。

令和６年度
目　標

　入館者数18,900人をめざす。

令和６年度
実 績 等

◇新居関所史料館管理：入館者数　17,062人

◇新居関所史料館運営委員会：令和６年１２月６日開催

◇展示活動：企画展６回

◇新居宿史跡案内人の会補助事業

◇学習プラン利用団体　７件237人

事 業 名 新居関所史料館管理運営費 資料編 29頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 文化財を保存活用します

令和５年度
実 績 等

◇白須賀宿歴史拠点施設管理運営：入場者数　4,096人

◇白須賀宿再発見事業：愛LOVEウォークin白須賀参加者１４２人

課題及び
今 後 の
取り組み

　開館から20年が経過しており、展示内容の見直しを行う必要がある。また
公共施設再配置個別計画に基づき、機能移転場所を検討していく。
　施設の管理や再発見事業を委託している運営協議会の会員が高齢化してお
り、今後再発見事業の活動を支える人材確保が必要。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６ ★R５

概　　要
　白須賀宿や歴史と文化を広めるとともに、資料の保存と活用を図るため、白須賀宿歴史拠点施設の運営
管理と各種事業を行う。

令和６年度
目　標

　再発見事業などの展開により、年間入館者数 4,100人をめざす。

令和６年度
実 績 等

◇白須賀宿歴史拠点施設管理運営：入場者数　4,382人

◇白須賀宿再発見事業：愛LOVEウォークin白須賀参加者１９０人

事 業 名 白須賀宿歴史拠点施設管理運営費 資料編 28頁

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 文化財を保存活用します
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 　☆
B A

20

A
★

B

C

 　☆
B A

課題及び
今 後 の
取り組み

　新居関所や紀伊国屋資料館と連携し、新居関所周辺で滞在できる事業を展
開する。次期指定管理者の選定を行い、事業展開の拡充をめざす。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６ ★R５

令和６年度
目　標

　周辺施設や地域団体と連携して、入館者数9,400人を目指す。

令和６年度
実 績 等

◇小松楼まちづくり交流館管理運営事業：入館者数　8,486人
◇活動：遊楽舎講座、ギャラリー展示開催などの指定管理自主事業開催

令和５年度
実 績 等

◇小松楼まちづくり交流館管理運営事業：入館者数　9,136人
◇活動：遊楽舎講座、ギャラリー展示開催などの指定管理自主事業開催

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 文化財を保存活用します

概　　要
　国登録文化財の小松楼の保存に努めるとともに、地域振興並びに新居関所周辺の観光振興及び文化振興
を図るため、小松楼まちづくり交流館の管理と運営を行う。

課題及び
今 後 の
取り組み

　市指定有形文化財としての保存に努めるとともに、地域イベントなどにも
協力し活用を図る。
　新居関所や小松楼まちづくり交流館と連携した事業を展開する。

評
価

実
現
度

重要度→
☆Ｒ６★R５

事 業 名 小松楼まちづくり交流館管理運営費 資料編 29頁

令和６年度
目　標

　新居関所史料館との連携で入館者数10,000人をめざす。

令和６年度
実 績 等

◇紀伊国屋資料館管理運営事業：入館者数　8,817人
◇展示活動：企画展４回
♢夜間特別開放１回

令和５年度
実 績 等

◇紀伊国屋資料館管理運営事業：入館者数　9,918人
◇展示活動：企画展３回
◇キッズミュージアムパスポート導入　パスポート使用入館者数302人

基本目標
生涯にわたり学び、活躍できる環境をつく
ります

方　針 文化財を保存活用します

概　　要
　市指定の旅籠紀伊国屋の保存に努めるとともに、江戸時代の旅籠に関する歴史資料の保存と活用を図る
ため、紀伊国屋資料館の管理と運営を行う。

事 業 名 紀伊国屋資料館管理運営費 資料編 29頁
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[図書館　事業評価の概要]

頁 事業名
令和6年度評価

備　考
重要度 実現度

43 中央図書館運営事業 A B

43 新居図書館運営事業 A B

44 図書館活動推進事業 A A
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方　　針 22

A

B
☆★

C B A

方　　針 22

A

B
☆★

C B A

事 業 名 中央図書館運営事業 資料編 32頁

基本目標
　生涯にわたり学び、活躍できる環境をつ
くります。

情報拠点としての運営の充実に努めます。

概　　要
　情報提供の拠点として、より多くの市民に利用していただくため、蔵書及び図書館機能の拡充と窓口の
円滑なサービスを行い、学習活動環境の充実を図る。

令和6年度
目　標

１人当たりの貸出冊数　6.2冊

令和6年度
実 績 等

◇１人当たりの貸出冊数　5.0冊

◇入館者数　106,972人

◇貸出点数　204,880点（一般書 92,272　児童書 90,547　雑誌 12,911　視聴覚資料 9,150）

◇購入状況　4,555点（図書 3,486　雑誌 1,034（76誌）  視聴覚資料 35　新聞 10紙）

◇所蔵状況　171,235点（一般書 109,585　児童書 54,203　雑誌 4,021　視聴覚資料 3,426）

◇登録者数　25,689人

◇電子図書館　利用回数 12,575回　貸出点数 6,223点　電子書籍数 3,633点

令和5年度
実 績 等

◇１人当たりの貸出冊数　5.3冊

◇入館者数　111,833人

◇貸出点数　224,495点（一般書 95,484　児童書 103,358　雑誌 14,328　視聴覚資料 11,325）

◇購入状況　5,021点（図書 3,893　雑誌 1,054（76誌）  視聴覚資料 74　新聞 10紙）

◇所蔵状況　171,372点（一般書 109,585　児童書 54,446　雑誌 3,935　視聴覚資料 3,406）

◇登録者数　24,769人

◇電子図書館　利用回数 12,550回　貸出点数 6,407点　電子書籍数 3,301点

課題及び
今 後 の
取り組み

　電子図書館を積極的にPRし、利用者拡大を図る。
　学校図書室との連携・支援を充実させ、児童生徒の読書活動を推進する。
   団体貸出や出前講座の実施等で利用の増加につなげる。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

事 業 名 新居図書館運営事業 資料編 33頁

基本目標
　生涯にわたり学び、活躍できる環境をつ
くります。

情報拠点としての運営の充実に努めます。

概　　要
　情報提供の拠点として、より多くの市民に利用していただくため、蔵書及び図書館機能の拡充と窓口の
円滑なサービスを行い、学習活動環境の充実を図る。

令和6年度
目　標

１人当たりの貸出冊数　6.2冊

令和6年度
実 績 等

◇１人当たりの貸出冊数　5.0冊

◇入館者数　69,798人

◇貸出点数　99,393点（一般書 40,329　児童書 46,994　雑誌 5,470　視聴覚資料 6,600）

◇購入状況　2,161点（図書 1,471　雑誌 665（54誌）　視聴覚資料 25　新聞 6紙）

◇所蔵状況　110,350点（一般書 70,860　児童書 33,493　雑誌 3,703　視聴覚資料 2,294）  

令和5年度
実 績 等

◇１人当たりの貸出冊数　5.3冊

◇入館者数　69,343人

◇貸出点数　101,842点（一般書 42,258　児童書 47,165　雑誌 5,439　視聴覚資料 6,980）

◇購入状況　2,411点（図書 1,758　雑誌 605（54誌）　視聴覚資料 48　新聞 6紙）

◇所蔵状況　110,355点（一般書 71,381　児童書 33,092　雑誌 3,610　視聴覚資料 2,272）  

課題及び
今 後 の
取り組み

　電子図書館を積極的にPRし、利用者拡大を図る。
　学校図書室との連携・支援を充実させ、児童生徒の読書活動を推進する。
   団体貸出や出前講座の実施等で利用の増加につなげる。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5
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方　　針 23

A
☆★

B

C B
　
A

33・34頁

令和6年度
目　標

イベント参加人数　　6,300人

事 業 名 図書館活動推進事業 資料編

令和5年度
実 績 等

◇ブックスタート事業（24回開催）　 　　 　　　　　　195人

◇おはなし会（99回開催）　　　　　　　　　　　　　1,495人

◇イベント（よみん祭、新春イベント等）　　　 　　　4,831人

参加者数合計　6,521人

基本目標
　生涯にわたり学び、活躍できる環境をつ
くります。

読書活動を推進します。

概　　要
　学習活動環境の充実　 図書館活動の推進を図るために、図書館ボランティアの自己啓発及び育成ととも
に、読書普及活動を行う。また、乳幼児期から本に親しんでもらうためブックスタート事業を推進する。

課題及び
今 後 の
取り組み

　子ども関連施設や他機関と連携し、イベントを積極的に実施する。
　ボランティアの確保と育成を引き続き行う。

評
価

実
現
度

重要度→
☆R6 ★R5

令和6年度
実 績 等

◇ブックスタート事業（24回開催）　 　　 　　　　　157人

◇おはなし会（101回開催）　　　　　　　　　　　1,389人

◇イベント（よみん祭、新春イベント等）　　　 　　4,818人

参加者数合計　6,364人

-44-



 

Ⅲ 外部評価委員 (学識経験者)の意見 

 湖西市教育委員会の自己点検・評価に対する学識経験者による知見の活

用は、教育に関し学識経験を有する方に依頼した。 

  外部評価委員の方々のお名前及び主な御意見、御助言は、次のとおりで

ある。 

 

外部評価委員名簿                (50音順 敬称略) 

氏    名 所   属   等 

牛 田 紗 世 学校運営協議会委員代表 

江 川 琢 哉 令和７年度小中学校PTA連絡協議会長 

加々谷  香 スポーツ推進委員 

袴 田 雄 司 教育委員経験者 

吉 原 靖 則 学校長経験者 

  

外部評価委員会実施日 

  ・令和７年 ９月29日（月） 

  ・令和７年10月27日（月） 

 

<自己点検・評価報告書全体> 

○令和６年度も前年度より教育費の割合が増え、年々歳出額も増額されて

おり各課の努力がうかがわれ、各課ともに計画的かつ効果的に予算が遣

われている。 

 

○毎回のことだが、どの事業も「基本目標」「概要」「前年度目標・実績」

「前々年度実績」「課題及び今後の取り組み」が記載されており外部の

者にとってもわかりやすい評価となっている。 

 

〇以前、体育科の先生方の研修会に関わらせていただきましたが、市内の

小、中学校の先生方の明るくて、活発で、他の学校の先生方との交流も

できている様子が伺えて、こういう先生方がのびのびと働ける教育現場

であり続けていただきたいと思いました。教育委員会、教職員の皆様の

ご尽力に感謝申し上げます。 

 

<学校施設再編〉 

○地域の人たちとしっかり話をして進めて行ってください。声の大きい人

たちが目立ちますが、しっかりと声に出せない人たちにも声掛けをお願

いします。 

 

-45-



 

<Ｐ13 学校給食推進事業費〉 

○各学校の給食室も老朽化が進んできていると思いますので、是非給食セ

ンターは計画通り進めて頂けると良いと思います。 

 

〇安定した給食提供の為、また物価高騰対策として講じている内容は理解

できました。無償化したことで、給食の質や量の低下、そして保護者の

給食に対する意識低下にならないよう、今後もご尽力いただきたいと思

います。 

 

<Ｐ13 教育施設整備費〉 

<Ｐ36 スポーツ活動推進及び大会運営費（学校体育施設開放事業）〉 

○先日の説明会で、学校の体育館のエアコン設置についてのお話がありま

したが、今年も猛暑の熱中症アラートが発令されている中、高齢の方が

体育館でエアコンもなく、小さな扇風機を一つ回すだけの環境で運動さ

れていました。健康や楽しみのために、安全に運動を続けられるよう、

エアコンは難しくとも、扇風機を広さに合った大きさや数量、休憩時に

クーリングダウンできるスポットクーラーなどがあったら、と思います。

扇風機もいつまでも壊れた状態で危ないと思いました。 

 

〇体育館エアコンを進めて欲しい 早く。 

 

<Ｐ20 教育指導関係経費（教育指導関係事業）〉 

○教員不足が全国的に問題になっており、市内も同じような傾向だったが、

少しずつ改善されているように思う。しかしながら、教員の配置には限

度があるため、外国人児童生徒支援事業や特別支援教育推進事業では、

支援員の更なる増員を継続的に尽力していただきたい。 

 

<Ｐ22 研究指定事業費（小中学校指定「特色ある学校づくり」推進事業）〉 

○「特色ある学校づくり」推進事業は、各学校、地域の特色を生かした取

り組みだと思う。「課題及び今後の取り組み」で、「今後は各校ならでは

の特色を問い直し、体験活動について更なる充実を図っていく。」とあ

るが、地域の人材活用や予算の増額等工夫し、教職員の負担は軽減し継

続・発展させていただきたい。 

 

<Ｐ24 民間保育所等助成事業費〉 

○待機児童数０人の継続は、大変よいことだと思う。今後も継続できるよ

う尽力していただきたい。 
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<Ｐ25 幼児教育指導関係経費〉 

〇ことばの教室事業は、子育てしている市民にとっては本当にありがたい

ことで、それと同様に支援員の配置等、子どもの発達過程において不可

欠なことでもあるので、湖西市で安心して子育てができるよう、その年

度に応じた対応で継続していただきたい。 

 

<Ｐ25 各幼稚園管理運営費及び幼稚園総務費〉 

〇白須賀幼稚園の土地・建物を地域の人たちが使えるように考えてもらい

たい。 

 

<Ｐ28 生涯学習推進費〉 

○高齢者の生きがいや学びのため、各種事業の展開をされているが、草の

根的に考えた活動の見直しも必要なのではと思います。                           

（例）管轄が違ってくると思いますが、地域いきいきサロンの充実して

いくことで、高齢者の社会参加の促進につなげていけると思います。 

 

○（わくわく子ども教室スタッフの人員確保の件）今年度は新規で数名入

っていただけたのでよかったのですが、今後の運営方法を考えていかな

ければ、後を繋げていけないのでは、と他のスタッフとも心配していま

す。新規のスタッフをお願いするにも県の最低賃金よりもかなり低いの

で、申し訳なく、誘いにくいというのが現状です。幸い、良いスタッフ

の皆さんに恵まれ、活動ができています。人の力はとても大事だと思い

ます。 

 

<Ｐ33 社会体育施設維持管理費（湖西運動公園外5施設維持管理）〉 

<Ｐ34 社会体育施設維持管理費（複合運動施設管理運営）〉 

○指定管理者との連携を図り、利用者の増加及び計画的に施設の維持、改

修に尽力していただきたい。 

 

○施設を管理するのには目に見えない様々な費用がかかることは承知し

ていますが、「利用者が快適かつ安全に協議ができるように」という事

を思うと、一部の施設管理状態に疑問を感じています。利用者のモラル

が一番大事ですが、例えば、用具の収納状態が悪ければ、収納場所にイ

ラストや写真をつける（アメニティのように）など、工夫次第でお金を

かけなくてもできることはあるのではないかと思います。 
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<Ｐ34 スポーツ活動推進及び大会運営費（スポーツ普及推進及び育成事

業）〉 

〇湖西市在住、出身の優秀な競技者、指導者については新聞や「広報こさ

い」等で今後も積極的な紹介をお願いしたい。 

 

<Ｐ36 スポーツ活動推進及び大会運営費（静岡県市町対抗駅伝競走大会）〉 

〇静岡県市町駅伝歴代最高順位を納めました。素晴らしい事だと思います。

今後も是非優秀な子供たちを発掘して、育成をして行ってください。楽

しみにしております。 

 

〇市町対抗駅伝は、上位入賞が続いているので、今後も優秀な競技者の発

掘や、指導者の確保を継続していただきたい。 

 

<Ｐ37 スポーツ活動推進及び大会運営費（室内棒高跳記録会）〉 

〇室内棒高跳び記録会については、整った施設があり記録会が開催できる

ことは地方の競技会としては大変貴重なので今後も継続していただき

たい。 

 

<Ｐ39 文化財保護保存費〉 

〇文化財の保護保存は地道な事業だが、今後も計画的に継続をお願いした

い。 

 

<Ｐ40 白須賀宿歴史拠点施設管理運営費〉 

<Ｐ41 新居関所資料館管理運営費〉 

〇施設ごとに工夫された事業・企画展示事業・自主事業が開催され湖西市

の歴史や文化を発信する良い機会である。更なる企画や工夫をお願いし

たい。 

 

<Ｐ43 中央図書館運営事業〉 

<Ｐ43 新居図書館運営事業〉 

<Ｐ44 図書館活動推進事業〉 

〇ブックスタート事業やイベントを限られた予算の中で更なる充実をお

願いしたい。 

 

〇電子図書館の利用回数が年々増加しているので、今後も電子書籍数を増

やし積極的なPRを継続していただきたい。 
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Ⅳ 総合評価 

 

第２次湖西市教育振興基本計画の基本目標と方針に基づき実施した令

和６年度の教育委員会事業について、各事業の自己点検・評価を行い、外

部評価委員にご評価をいただきました。 

外部評価委員からは、教育費の増加や計画的な予算執行が高く評価され、

報告書の構成が分かりやすいとの意見をいただきました。学校施設の老朽

化対策や体育館の環境改善、給食センター整備、支援員の増員継続を求め

るご意見も多く寄せられました。 

また、「特色ある学校づくり」の推進においては、教職員の負担軽減を

図りながら地域資源を活用することが提案されています。生涯学習やスポ

ーツ、文化財保護、図書館事業など、幅広い分野で継続的な取組と創意工

夫を期待するご意見もありました。総じて、教育現場と地域が連携し、持

続的に質の高い教育環境を整える努力が評価されています。 

評価で得られた外部の知見を踏まえ、この点検・評価結果を今後の取組

に活かし、第２次湖西市教育振興基本計画の基本理念である「未来の湖西

を創る“ひと”づくり」に向けて邁進してまいります。 

今回の評価結果を公表し、今後も教育委員会事業に関する積極的な情報

公開と説明責任の遂行に努めてまいります。 

 

 

 

 

 この報告書は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定

により、令和６年度の教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状

況について点検及び評価を報告するものである。 

 

   令和７年1１月 

 

            湖西市教育委員会 教育長 松山 淳 
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